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研究成果概要 

本研究は、KAGRAのデータ取得系を整備・運用し、データの保管や国際重力波観測

網とのデータ共有を行うものである。重力波検出器 KAGRA, LIGO, Virgo は、2023年

は第４次観測運転(O４)を開始した。複数検出器の同時観測は天体観測として重要な方向

決定精度や全天観測、さらには重力波の振幅と偏光を解くために決定的に必要である。 

本研究で整備・運用した KAGRA のデータシステムは、継続的に KAGRA のすべての

信号を含む観測データの完全な保管、キャリブレーションされたストレイン h(t)のデー

タの LIGO, Virgo との即時共有、ある程度の時間でまとめたストレインデータの共有を

行った。 

KAGRA の全運転データ（観測

期間以外も含む）は 2023年度末

では約 3.2 PB に足している。ま

た主データ装置の約半分がリー

ス契約期間を終えるため、過去デ

ータの複製やデータ転送・共有を

受け持つサーバの完全移行を

2023年度は行なった。 

即時共有については、国際重力

波観測網とのデータ送受信を新

しい方法であるApache Kafkaに

全面的に切り替えた。右の図に示

すように、5~12 秒程度の遅延時

 

図：柏キャンパス設置の KAGRA主データ装置に

おける国際重力波観測網のストレインデータ共有

の遅延時間。この遅延時間はキャリブレーション

やインパルス応答計算、データフレームの時間長

(1秒)による遅延なども含まれている。 



間で KAGRA と国際重力波観測網のデータの共有がなされている。この値は以前に用い

ていた framelink というソケットベースの方法とほとんど変わらないが、Kafkaはメッ

セージ配送型のため、送受信それぞれの側を非同期で起動してもよく、配送先の拡張に

有利であり、今後 KAGRA のデータ解析環境に資すると期待している。また、このグラ

フでは Virgo-KAGRA間の速度が他に比べて遅いが、サーバ設定で今後改善が見込まれ

ている。 

ストレイン h(t)のデータは、KAGRA では 4096 秒毎に一つのファイルにまとめて記

録されている。LIGO, Virgo も同様である。これは解析時のファイル読み込みに有利で

ある。このまとめたファイルは、従来は CERNで開発された Rucio というソフトウエ

アを用いて転送していたが、2023年度中に CVMFS を用いて Open Science Grid リポ

ジトリによってディスク領域を共有するようにした。 

以上のように、2023年度は主にデータ周りのシステム、ソフトウエアの切り替えに多

くの作業を行なった。また、KAGRA のデータ取得・保管・転送系についての論文(PTEP, 

DOI:, 10.1093/ptep/ptad112)を投稿し、出版された。 
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